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会　計　名 歳入 歳出 差引残額 繰越事業費

一　般　会　計 73億4115万4千円 68億7376万5千円 4億6738万9千円 1億6120万9千円

【特別会計】

 給食事業会計 1億5912万1千円 1億5912万1千円 0 0

 国民健康保険会計 21億7487万8千円 21億919万3千円 6568万5千円 0

 後期高齢者医療会計 2億2793万2千円 2億2453万円 340万2千円 0

 介護保険会計 18億6764万円 17億9237万3千円 7526万7千円 0

 病院事業会計 4億2096万2千円 4億2096万2千円 0 0

【企業会計】

農業集落排水事業会計

 収益的収入及び支出 1億4545万8千円 1億4242万3千円 303万5千円 0

 資本的収入及び支出 1億974万7千円 1億4387万4千円 ▲3412万7千円 0

ガス事業会計

 収益的収入及び支出 3億5498万円 3億4271万8千円 1226万2千円 0

 資本的収入及び支出 0 1億436万9千円 ▲1億436万9千円 0

各会計の決算状況

前年度と比較した主な増減理由

66376637万円万円のの黒字決算黒字決算

保健衛生費　1億8859万円の増
（令和2年度決算額　3億9465万円）
公共施設の老朽化対策として「保健福祉センター改修
工事」、新型コロナウイルスワクチン接種の実施など

小学校費　1億4614万円の減
（令和2年度決算額　2億3776万円）
GIGAスクール構想関連のタブレット等の購入が完了
したことなどによる

児童福祉費　2億7033万円の増
（令和2年度決算額　4億5854万円）
「とようみこども園舎長寿命化改修工事」、新型コロナ
ウイルス感染症の影響を受けた「子育て世帯への臨時
特別給付金」などを実施

総務管理費　15億6853万円の減
（令和2年度決算額　22億4393万円）
新型コロナウイルス感染症の緊急経済対策として「特
別定額給付金給付事業」が完了したことなどによる

地方交付税　2億8187万円の増
（令和2年度決算額20億2567万円）
普通交付税が人口急減措置などによる増のため

国庫支出金　14億7996万円の減
（令和2年度決算額24億595万円）
特別定額給付金給付事業補助金などの減による

県支出金　8055万円の増
（令和2年度決算額4億8065万円）
産地パワーアップ事業補助金が繰越になったことなどによる

歳 入 73億4115万円
【令和2年度81億2168万円】
(対前年比-7億8053万円)

歳 出 68億7376万円
【令和2年度74億7626万円】
(対前年比-6億250万円)
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　令和3年度の決算を歳出状況により顧みますと、依然 
厳しい財政状況が続く中、町民が安心して暮らせるまち
づくり、住み続けたくなるまちづくりのため、新たにス
タートした第5次総合計画や、地方創生に向けた、まち・
ひと・しごと創生総合戦略に掲げる、様々な事業を展開
しております。また、新型コロナウイルス感染症対策で
は、町民・事業者の困難な生活を支援するため、地方創
生臨時交付金を有効に活用し、効果的な事業を次々と緊
急経済対策として実施されました。
　しかしながら、普通会計における財政指標を見ますと、
町の財政力を示す「財政力指数」は0.44で、自主財源
の割合が、低いことが示されております。また、「経常
収支比率」は79.8パーセントと、前年度よりも3.9ポ
イント改善はしておりますが、財政構造の弾力性は乏し
いことが示されております。健全化判断比率につきまし
ては、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比
率及び将来負担比率の4つの指標とも、早期健全化基準
を下回っており、問題がない状況であると認識いたしま
すが、さらなる財政基盤の強化や行政の効率化、財政の
健全化に努められることを要望いたします。
　令和3年度の各会計決算は、監査委員により、予算の
執行が議会の議決の本旨に則り、適法かつ効率的に執行
されていることが認められているとともに、4日間の常
任委員会において、決算についての執行内容を詳細に審
査したことからいずれも認定に賛成するところです。
　町民の暮らしの安全・安心の確立のため、たゆまぬ努力を
続けられますよう町執行部に要望して、賛成討論といたします。

　令和3年度一般会計・国民健康保険特別会計・後期高
齢者医療特別会計・介護保険特別会計・病院事業特別会
計・歳入歳出決算について反対討論を行います。令和3
年度の決算書では、地域公共交通の実証実験でタクシー
助成券は、5％しか利用されていないことが報告されま
した。住民が使いやすい公共交通の実施を求めます。
〈国民健康保険特別会計〉
　1990年代前半の国民健康保険加入者の所得平均は
270万円を超えていましたが、現在では平均138万円
まで落ち込んでいます。国保税を協会けんぽ並みの保険
料に引き下げること。また子育て世帯の「均等割」の見
直しを求めます。
〈後期高齢者医療特別会計〉
　75歳以上に新たな負担増を強いる「高齢者医療費2
倍化法案」が導入されました。経済的理由で受診を諦め、
治療が遅れるなど命に関わる問題です。医療を受ける権
利を制限するなど許されません。行政は高齢者の負担増
に配慮した予算執行をしてください。
〈病院事業特別会計〉
　東千葉メディカルセンターは、採算性を求める「独立
行政法人化」の運営です。「独立行政法人化」では議会
の関与やチェックを後退させます。新たな癒着・利権構
造の温床となりかねず、自治体の公共性、公平性、安定
性を損なう恐れがあります。地域医療の財政や運営は、
県や自治体が責任を持つことを強く求め反対討論としま
す。

討論  荒木 かすみ 議員 討論  谷川 優子 議員賛成賛成 反対反対

実質収支　実質収支　44億億令和
3年
度

一
般
会
計

決算
認定
‼

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

その他（依存財源）

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

諸支出金

歳　入 歳　出

令和3年度決算（主要な自主財源）

町税 14億8762万円
（対前年比 +540万円）

主だった内訳

町民税

個人 6億2614万円
（対前年比 +81万円）

法人 6310万円
（対前年比 +220万円）

固定資産税 6億3433万円
（対前年比 -421万円）

町税

繰入金

その他（自主財源）

●自主財源　34％
8530万円8530万円

8億1504万円8億1504万円

21億1620万円21億1620万円

7億9361万円7億9361万円

4億6589万円4億6589万円

2億1344万円2億1344万円

2億6272億627万万円円

3億7040万円3億7040万円

4億9819万円4億9819万円

50万円50万円

5億9542万円5億9542万円

7億1350万円7億1350万円

1.2%1.2%

11.9%11.9%

30.8%30.8%

11.5%11.5%

6.8%6.8%

3.1%3.1%

3.0%3.0%

5.4%5.4%

7.2%7.2%

0%0%

8.7%8.7%

10.4%10.4%

23億754万円23億754万円

9億2599万円9億2599万円

5億6120万円5億6120万円

4億9330万円4億9330万円

5億34405億3440万万円円

14億8762万円14億8762万円

4969万円4969万円

9億8141万円9億8141万円

31.4%31.4%

12.6%12.6%

7.6%7.6%

6.7%6.7%

7.37.3%%

20.3%20.3%

0.7%0.7%

13.413.4%%

●依存財源　66％

九十九里町議会だより№14　令和4年12月1日3



保健福祉センターの長寿命化事業保健福祉センターの長寿命化事業

地域防災計画策定業務委託地域防災計画策定業務委託

健康づくりの拠点である、保健福祉センターの改修
工事を行いました。

町の災害対策に関する基本的かつ総合的な計画を策
定しました。

産地整備支援事業補助金産地整備支援事業補助金
県内産地の生産力を強化拡大することを目的とし
て、農業設備購入等を補助しました。

水産業振興費水産業振興費
漁業・遊漁船振興事業補助金など、水産振興に係る
事業に補助をしました。

ZOZOマリンスタジアムで開催された千葉ロッテ
マリーンズ公式戦で、町の魅力発信に努めました。

看板等設置委託料看板等設置委託料
津波避難道路に津波避難道路表示板を設置しました。

とようみこども園の長寿命化事業とようみこども園の長寿命化事業
改修工事を行い、教育・保育環境を整えました。

美しい浜辺の環境保全美しい浜辺の環境保全

千葉ロッテマリーンズ千葉ロッテマリーンズ
九十九里町冠協賛試合九十九里町冠協賛試合

環境保全のため、ビーチクリーナーを導入しました。

4901
万円

946
万円

464
万円

898
万円

1428
万円

490
万円

565
万円

財源：県 494万円財源：県 494万円
　　　町 934万円　　　町 934万円

財源：東日本大震災復興基金財源：東日本大震災復興基金
　　　　　　　　　464万円　　　　　　　　　464万円

財源：県 898万円財源：県 898万円財源：財源：いわしの町「九十九里」応援基金いわしの町「九十九里」応援基金
319万円319万円

　　　地方債 90万円　　　地方債 90万円
　　　町 156万円　　　町 156万円
    

財源：地方債 1億3620万円財源：地方債 1億3620万円
　　　町 1718万円　　　町 1718万円

財源：地方債 4350万円財源：地方債 4350万円
　　　町 551万円　　　町 551万円

財源：東日本大震災復興基金財源：東日本大震災復興基金
　　　　　　　　　946万円　　　　　　　　　946万円

財源：東日本大震災復興基金財源：東日本大震災復興基金
　　　　　　　　  490万円　　　　　　　　  490万円

議会が注目した事業を紹介します議会が注目した事業を紹介します
― このような事業に財源が使われました ―― このような事業に財源が使われました ―

令和3年度

決算

地方債：地方公共団体が第三者（国や金融機関など）から資金を借り入れることに
よって負担する債務で、一会計年度を超えて償還されるものを指します。

1億1
5338
万円
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築
40
年
以
上
が
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
た
め
、
解
体

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

議
案
第
２
号

専
決
処
分
の
承
認【
給
食
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）】

　

補
正
額
は
賄
材
料
費（
学
校
給
食

用
）１
３
１
万
８
千
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

１
億
３
２
８
３
万
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
は
、
町

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
18
件
、
報

告
８
件
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

陳
情
１
件
に
つ
い
て
は
、
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

議
案
第
１
号

専
決
処
分
の
承
認【
令
和
４
年
度
九

十
九
里
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）】

　

補
正
額
は
、
７
９
０
６
万
４
千
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
60
億
８
２
７
９
万
７
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
も
の
〉

　

バ
ス
運
行
対
策
費
補
助
金（
公
共

交
通
事
業
者
）２
５
２
万
円
、
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金（
町
単

独
）５
６
０
０
万
円
、
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料（
多
メ
デ
ィ
ア
一
斉
配
信
シ
ス

テ
ム
）９
５
７
万
２
千
円
な
ど
。

議
案
第
３
号

令
和
４
年
度
九
十
九
里
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）

　

補
正
額
は
、
５
１
６
５
万
３
千
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
61
億
３
４
４
５
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
も
の
〉

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
業
務
委
託
料
４
７
０
９
万
１
千

円
、
実
施
設
計
業
務
委
託
料（
作
田
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー
）２
２
４
万
円
な
ど
。

議
案
第
15
号

九
十
九
里
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画

　

本
町
が
令
和
４
年
４
月
に
過
疎
地

域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
持
続
的
発
展
を
支
援
し
、
雇
用

機
会
の
拡
充
、
住
民
福
祉
の
向
上
な

ど
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町
村
計
画

を
策
定
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
過
疎
対
策
事
業
に

対
す
る
財
政
的
な
支
援
が
う
け
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

９
月
定
例
会

会
期
●
9
月
2
日
〜
9
月
21
日

作田農業振興センター作田農業振興センター

計画の詳しい内容は、計画の詳しい内容は、
町ホームページをご覧ください。町ホームページをご覧ください。
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谷川 優子 議員 .........
◆東千葉メディカルセンター
の法令遵守・人事管理・就
業規則について（パワハラ・
セクハラ）

◆新型コロナ感染症対策について

◆住民検診のなかに難聴検査

　を加えることについて

善塔 道代 議員 .........
◆小学校の統合について

◆学校ＩＣＴ教育について

◆一般行政について

◆健康福祉について

西村 みほ 議員 .........
◆公共施設の利用促進について

◆越境樹木の問題について

◆ガス事業について

p9

p7

p8

※紙面の都合により掲載できなかった質問内※紙面の都合により掲載できなかった質問内
容は、町のホームページからご覧いただけ容は、町のホームページからご覧いただけ
ます。ます。

九
十
九
里
町
の

九
十
九
里
町
の

　
　

こ
こ
が
聞
き
た
い

　
　

こ
こ
が
聞
き
た
い

九十九里町 議会会議録 検索索

一般質問
9月定例会

傍聴人数

でした。

九
十
九
里
町
の

　
　

こ
こ
が
聞
き
た
い

今回は、

12人

〈議会進行中の古川徹議長〉〈議会進行中の古川徹議長〉

九十九里町議会だより№14　令和4年12月1日 6



こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
、
法
令
遵
守
が

徹
底
さ
れ
る
よ
う
設
立
団
体
と
し
て
管

理
し
、
千
葉
県
と
と
も
に
必
要
な
指
導

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

問 　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
職
員
を
守
る

体
制
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
予
防
、

排
除
お
よ
び
事
案
へ
の
対
応
を
強
化
し
、

実
効
性
の
あ
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、

規
程
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

 
問 　
二
次
感
染
防
止
と
早
期
治
療
の
た

め
、
抗
体
検
査
キ
ッ
ト
の
結
果
が
陽
性

な
ら
、
自
治
体
判
断
で
新
型
コ
ロ
ナ
患

者
と
し
て
の
対
応
が
可
能
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
現
在
の
発
熱
外
来
の
体

制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】第
７
波
の
影
響
に
よ
り
発

熱
患
者
の
受
入
体
制
が
逼
迫
し
て
い
ま

す
。
町
内
で
は
３
医
療
機
関
が
発
熱
外

来
医
療
機
関
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

住
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
際
に
は
周

知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

問 　
高
齢
者
施
設
の
頻
回
検
査
及
び
濃

厚
接
触
者
と
な
っ
た
医
療
従
事
者
・
介

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー（
東
千

葉
Ｍ
Ｃ
）の
法
令
遵
守
・
人
事
管
理
・

就
業
規
則
に
つ
い
て

　 
問 　
令
和
元
年
よ
り
東
千
葉
Ｍ
Ｃ
に
お

い
て
女
性
職
員
が
男
性
上
司
に
よ
り
セ

ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
、
心
的
外

傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）を
発

症
し
休
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
の
報

道
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
は
、

令
和
４
年
４
月
よ
り
全
企
業
に
対
し
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
を
完
全
義
務
化
し
ま

し
た
。
病
院
内
の
法
令
遵
守
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】町
と
し
ま
し
て
は
、
不
適

切
な
業
務
運
営
へ
の
対
応
と
し
て
、
令

和
３
年
４
月
か
ら
東
千
葉
Ｍ
Ｃ
へ
の
派

遣
職
員
に
課
長
級
を
増
員
し
、
組
織
改

革
お
よ
び
業
務
改
善
を
図
っ
て
き
た
と

護
職
員
な
ど
の
検
査
に
つ
い
て
検
査
キ

ッ
ト
を
事
業
所
、
学
校
、
保
育
所
に
配

布
は
し
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】各
施
設
に
お
い
て
は
、
該

当
者
に
必
要
な
検
査
を
各
自
で
行
っ
て

お
り
、
各
施
設
で
保
有
し
て
い
る
検
査

キ
ッ
ト
が
不
足
し
た
際
に
は
、
町
で
保

有
し
て
い
る
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
無
償

で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　 

問 　
町
と
し
て
国
に
対
し
、
保
健
所
の

抜
本
的
な
機
能
強
化
や
医
療
全
体
の
体

制
強
化
、
臨
時
的
医
療
施
設
・
療
養
施

設
が
機
能
す
る
よ
う
対
策
を
講
ず
る
こ

と
な
ど
、
対
策
を
明
確
に
示
す
こ
と
を

強
く
要
望
し
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】本
町
管
轄
の
山
武
保
健
所

は
千
葉
県
の
所
管
と
な
り
ま
す
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
強
化
に

つ
い
て
は
、
町
の
要
望
事
項
と
し
て
千

葉
県
町
村
会
な
ど
を
活
用
し
、
国
や
県

に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
検
診（
特
定
健
診
）の
な
か
に
聴
力

検
査
を
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て

　 

問 　
聴
力
検
査
の
機
会
が
少
な
く
、「
聞

こ
え
に
く
い
」と
感
じ
て
も
耳
鼻
科
で

聴
力
検
査
を
受
け
る
こ
と
は
少
な
い
と

思
い
ま
す
。
選
別
聴
力
検
査
は
短
時
間

で
行
え
ま
す
。
特
に
加
齢
性
難
聴
は
、

認
知
症
や
う
つ
病
の
遠
因
と
な
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
検
診（
特
定

健
診
）に
聴
力
検
査
を
加
え
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
【
町
長
】選
別
聴
力
検
査
は
簡
易
な

検
査
で
す
が
、
高
齢
者
に
対
す
る
検
査

を
実
施
す
る
に
は
、
検
査
音
の
聴
取
が

可
能
と
な
る
静
寂
な
環
境
に
お
け
る
検

査
が
適
切
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
町
の

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
生
活
習
慣
病
の
予

防
を
図
る
た
め
、
選
別
聴
力
検
査
は
慎

重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
難
聴
者
の
無
調
相
談
窓
口
の
設
置

に
つ
い
て
補
聴
器
装
着
の
利
用
啓
蒙
や

聴
力
検
査
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、「
聞

こ
え
の
無
料
相
談
窓
口
」な
ど
の
対
応

も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
【
町
長
】無
料
相
談
窓
口
等
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
や
山
武
郡
市

医
師
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
し
、

必
要
性
及
び
地
域
の
受
け
入
れ
体
制
に

つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

谷
たに

川
かわ

 優
ゆう

子
こ

 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス「
第
７
波
」検
査
・
医
療
強
化
を
！
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ココが聞きたい！一般質問一般質問

た
め
の
利
用
促
進
は
す
べ
て
の
年
齢
層

に
対
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高

齢
者
に
特
化
し
た
料
金
設
定
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

 

問 　
近
隣
の
自
治
体
が
運
営
す
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
は
定
期
利
用
料
金

（
月
額
）を
設
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
が
、
高
齢
者
が
継
続
的
に
通
え

る
よ
う
な
料
金
設
定
の
お
考
え
は
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】定
期
利
用
料

金
の
設
定
は
、
利
用
を
促
進
す
る
た
め

の
一
つ
の
方
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
利
用
人
数
の
制
限

を
し
て
い
る
た
め
、
利
用
者
の
計
画
的

な
活
用
が
難
し
い
と
判
断
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
利
用
制
限
の
解
除
が
可
能

と
な
れ
ば
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
そ
の

料
金
設
定
の
導
入
に
つ
い
て
都
市
公
園

施
設
運
営
協
議
会
委
員
の
皆
さ
ま
か
ら

の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
、
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
利
用
促
進

　 

問 　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
公
共
施
設
の
空

き
状
況
確
認
と
、
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

の
活
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
【
町
長
】イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
施
設
の
空
き
状
況
を
確
認
で
き
る

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
公

共
施
設
の
利
用
に
お
け
る
利
便
性
の
向

上
お
よ
び
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
活

用
に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　 

問 　
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し

た「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
つ
く
も
」の
高
齢
者

料
金（
65
歳
以
上
）の
設
定
に
つ
い
て
。

答
【
町
長
】利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

決
め
ら
れ
た
使
用
料
の
負
担
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
健
康
の
維
持
増
進
の

越
境
樹
木
の
問
題

　 

問 　
隣
地
か
ら
の
越
境
し
た
樹
木
等
に

関
す
る
住
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
現

状
と
対
応
は
。

答
【
町
長
】隣
地
等
住
民
間
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
行
政
が
立
ち

入
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
が
、
近
年「
越
境
し
た
樹
木
等
の
土

地
の
所
有
者
が
わ
か
ら
な
い
」な
ど
の

相
談
件
数
が
増
え
て
お
り
、
令
和
３
年

度
は
19
件
ご
ざ
い
ま
し
た
。
町
で
は
相

談
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
現
地
の

状
況
確
認
を
行
い
、
改
善
の
必
要
性
が

あ
る
場
合
は
、
そ
の
所
有
者
に
対
し
、

現
状
の
写
真
と
改
善
対
応
が
可
能
な
事

業
者
の
一
覧
を
同
封
し
、
速
や
か
な
対

応
を
お
願
い
す
る
文
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　 

問 　
民
法
改
正
に
よ
る
竹
木
の
枝
の
切

除
に
関
す
る
新
ル
ー
ル
の
周
知
に
つ
い

て
は
。

答
【
町
長
】令
和
３
年
の
民
法
の
改
正

に
よ
り
、
令
和
５
年
４
月
以
降
、
新
た
な

ル
ー
ル
に
よ
る
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
越
境
し
た
枝

等
の
対
応
を
隣
地
所
有
者
に
催
告
を
行

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
当
期
間
切

除
さ
れ
な
い
場
合
、
越
境
し
て
い
る
枝

な
ど
、
越
境
さ
れ
た
土
地
の
所
有
者
が

切
除
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
ほ
か
、

所
有
者
の
所
在
が
不
明
な
場
合
や
急
迫

の
事
情
が
あ
る
場
合
な
ど
も
切
除
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
民

法
の
改
正
内
容
に
つ

い
て
、
町
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
、
住
民
周
知
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ガ
ス
事
業
に
つ
い
て

　 

問 　
人
口
減
少
の
影
響
に
よ
る
需
要
家

数
の
推
移
に
つ
い
て
。

答
【
町
長
】ガ
ス
の
需
要
家
数
は
平
成

24
年
か
ら
10
年
間
で
約
６
％
減
少
し
、

年
間
ガ
ス
供
給
量
は
約
20
％
減
少
し
て

い
ま
す
。
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
供
給

量
の
減
少
対
策
と
し
て
、
農
業
・
商
業
・

工
業
な
ど
の
事
業
者
に
対
し
、
価
格
が

安
定
し
て
い
る「
地
場
産
ガ
ス
」へ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
働
き
か
け
、
新
規
需

要
家
の
掘
り
起
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

西
にし

村
むら

 みほ 議員

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
！
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あ
り
ま
す
が
、
当
面
は
児
童
生
徒
の
発

達
段
階
を
踏

ま
え
た
、
き

め
細
や
か
な

教
育
を
進
め

る
た
め
に
、

小
中
学
校
の

そ
れ
ぞ
れ
の

よ
さ
を
い
か

し
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　 

問 　
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
や
有
害

情
報
の
取
り
組
み
は
。

答
【
教
育
長
】学
校
で
は
、
年
度
は
じ

め
や
長
期
休
業
前
に「
ス
マ
ホ
安
全
教

室
」な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
外
房

地
区
少
年
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
外
部
の
専

門
機
関
か
ら
講
師
を
招
き
、
発
達
段
階

に
応
じ
た
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
有
害
情

報
対
策
と
し
て
、
一
人
一
台
の
端
末
に

は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
施
し
、
Ｉ
Ｄ
/

パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理
に
つ
い
て
も
、
個

九
十
九
里
町
3
小
学
校
の
統
合

　 
問 　
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
答

申
に
伴
う
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
で
は
、
何
年
度
を
目
途
に

進
め
て
い
く
の
か
。

答
【
教
育
長
】令
和
３
年
12
月
に「
学

校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」か
ら「
九
十

九
里
町
立
小
学
校
は
、
令
和
10
年
４
月

を
目
途
に
統
合
し
、
新
た
な
小
学
校
の

位
置
は
、
九
十
九
里
町
立
九
十
九
里
中

学
校
隣
接
地
と
す
る
」と
い
う
提
言
が

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
提
言
を
尊

重
す
る
と
と
も
に
、
本
町
の
出
生
数
の

推
移
・
複
式
学
級
の
開
設
状
況
を
踏
ま

え
、
令
和
10
年
度
を
目
途
に
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
感
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　 

問 　
小
中
一
貫
校
を
目
指
す
考
え
は
。

答
【
教
育
長
】小
中
一
貫
校
の
よ
さ
も

人
を
特
定
し
や
す
い
Ｉ
Ｄ
を
さ
け
る
な

ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
健
康
福
祉

　 

問 　
保
健
セ
ン
タ
ー
を
含
め
、
公
共
施

設
の
男
性
用
個
室
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ

ー
ボ
ッ
ク
ス（
汚
物
入
れ
）の
設
置
は
。

答
【
町
長
】病
気
や
高
齢
に
よ
り
尿
漏

れ
パ
ッ
ト
な
ど
を
使
用
す
る
方
の
た
め

に
、
男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ

ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
取
り
組
み
が
全
国

的
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
町

の
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
、

パ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が
、

安
心
し
て
ト
イ
レ
を
使
用
で
き
る
よ
う

男
性
用
ト
イ
レ
の
個
室
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

【
企
画
財
政
課
長
】本
庁
舎
に
つ
き
ま
し

て
も
、
ま
ず
は
来
客
者
が
多
い
１
階
の

ト
イ
レ
を
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
い
た
し
ま

し
て
設
置
し
た
い
考
え
で
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】つ
く
も
学
遊
館
を

は
じ
め
と
す
る
真
亀
川
総
合
公
園
内
施

設
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
つ
き
ま
し
て
も

早
期
に
設
置
を
す
る
予
定
で
す
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】中
央
公
民
館

に
お
き
ま
し
て
も
、
必
要
性
を
考
慮
い

た
し
ま
し
て
、
男
性
用
ト
イ
レ
の
個
室

に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る

予
定
で
す
。

　 

問 　
認
知
症
対
策
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン

や
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ど

ち
ら
か
ら
も
利
用
で
き
る「
認
知
症
簡

易
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
」の
導
入
を
。

答
【
町
長
】町
で
は
、
認
知
症
の
早
期

発
見
お
よ
び
対
応
す
る
た
め
の
手
段
と

し
て
、
千
葉
県
で
作
成
し
た「
認
知
症

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」を
窓
口
で
配
布
し
、

活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
認
知
症

簡
易
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
の
導
入
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
が
委
託
し
て
お
り
ま
す

認
知
症
の
専
門
的
な
支
援
機
関
で
あ
る
、

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
や
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
、
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

善
ぜん

塔
とう

 道
みち

代
よ

 議員

学
校
教
育
の
向
上
・
町
民
の
健
康
福
祉
支
援
を
！　
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9月定例会

議
案
番
号

上 程 さ れ た 議 案 名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

浅
岡　

厚

荒
木
か
す
み

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

佐
久
間
一
夫

谷
川
優
子

古
川　

明
町長提出議案

議 案
第 1 号

専決処分の承認を求めることについて
5ページ参照

承　認 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第 2 号

専決処分の承認を求めることについて
5ページ参照

承　認 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第 3 号

令和4年度九十九里町一般会計補正予算（第5号）
5ページ参照

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第 4 号

令和4年度九十九里町給食事業特別会計補正予算（第3号）
施設備品購入などにより、総務費を増額し、総額1億3430万1千円とする

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第 5 号

令和4年度九十九里町介護保険特別会計補正予算（第1号）
前年度事業費の確定に伴う返還金などにより、地域支援事業費、諸支出金な
どを増額し、総額19億901万円とする

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第 6 号

令和4年度九十九里町ガス事業会計補正予算（第1号）
収益的収入および支出の予算額に収入支出それぞれ680万9千円を追加する

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第 7 号

令和3年度九十九里町一般会計歳入歳出決算の認定について
2～4ページ参照

認　定 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

議 案
第 8 号

令和3年度九十九里町給食事業特別会計歳入歳出決算の認定について
2～4ページ参照

認　定 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第 9 号

令和3年度九十九里町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
2～4ページ参照

認　定 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

議 案
第10号

令和3年度九十九里町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて
2～4ページ参照

認　定 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

議 案
第11号

令和3年度九十九里町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
2～4ページ参照

認　定 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

議 案
第12号

令和3年度九十九里町病院事業特別会計歳入歳出決算の認定について
2～4ページ参照

認　定 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

議 案
第13号

令和3年度九十九里町農業集落排水事業会計利益の処分及び決算の認
定について
2～4ページ参照

認　定 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和4年9月定例会審議結果を公開
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9月定例会

議
案
番
号

上 程 さ れ た 議 案 名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

議
決
結
果

西
村
み
ほ

小
川
浩
安

原
田
教
光

鑓
田
貴
俊

中
村
義
則

古
川　

徹

浅
岡　

厚

荒
木
か
す
み

内
山
菊
敏

善
塔
道
代

細
田
一
男

佐
久
間
一
夫

谷
川
優
子

古
川　

明

議 案
第14号

令和3年度九十九里町ガス事業会計利益の処分及び決算の認定につい
て
2～4ページ参照

認　定 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第15号

九十九里町過疎地域持続的発展計画について
5ページ参照

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第16号

九十九里町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の制
定について
町過疎地域持続的発展計画で定められた事業者が取得した設備等に対する固
定資産税の課税免除をするための条例制定

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第17号

教育委員会教育長の任命につき議会の同意を求めることについて
教育長に藤代賢司氏を再任するもの

原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第18号

教育委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについて
教育委員会委員に阿部倉毅氏を任命するもの

原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇

陳情

陳 情
第 1 号

特定健診における高齢者の聴力検査の実施を求める陳情書
文教民生常任委員会「不採択」、本会議「不採択」

不採択 × × × × × － × × × × × × 〇 ×

　賛成…○　　反対…×　　欠席…欠　　※議長（古川　徹議員）は採決に加わりません。

町長提出報告 ※報告のみ（採決なし）

報 告
第 1 号

令和3年度九十九里町健全化判断比率の報告について
国の定める基準を下回っており、健全財政を維持

報 告
第 2 号

令和3年度九十九里町農業集落排水事業会計の資金不足比率の報告について
国の定める基準を下回っており、健全財政を維持

報 告
第 3 号

令和3年度九十九里町ガス事業会計の資金不足比率の報告について
国の定める基準を下回っており、健全財政を維持

報 告
第 4 号 私債権の放棄について（町営住宅）

報 告
第 5 号 私債権の放棄について（ガス料金）

報 告
第 6 号 地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの経営状況について

報 告
第 7 号 地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの令和3事業年度における業務実績に関する評価結果について

報 告
第 8 号 地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターの第3期中期目標に係る業務実績に関する評価結果について
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議会活動日誌

7
月

1日
海の安全祈願祭
令和4年第3回東金市外三市町
清掃組合全員協議会

4日 市町村議会広報研究会

6日 文教民生常任委員会視察

8日 議会だより編集委員会

13日 山武郡市議会議員研修会

20日 例月出納検査

21日 山武郡市議長会視察研修

25日 民生委員推薦会

28日 令和4年度第1回地方独立行政法人
東金九十九里地域医療センター評価委員会

8
月

2日 第1回定期監査（企画財政課・住民課）

3日 第1回定期監査（総務課・税務課）

4日 議会だより編集委員会

16日 令和3年度決算審査（企画財政課・住民課）

17日

令和3年度決算審査（総務課・健
康福祉課）
令和4年第2回山武郡市広域行政
組合議会定例会

18日 令和3年度決算審査（まちづくり
課・住民課・社会福祉課）

19日

令和3年度決算審査
（教育委員会事務局・産業振興課・
農業委員会事務局・監査委員によ
る現地調査【とようみこども園】）

22日 議会運営委員会
全員協議会

23日 例月出納検査

24日 令和4年第2回九十九里地域水道
企業団理事会

9
月

2日 9月定例会（初日）

7日 9月定例会（2日目）
文教民生常任委員会

8日 9月定例会（3日目）

12日
総務経済常任委員会【決算説明】
（企画財政課・農業委員会事務局・
産業振興課）

13日 総務経済常任委員会【決算説明】
（総務課・まちづくり課・ガス課）

15日 文教民生常任委員会【決算説明】
（健康福祉課・税務課・住民課）

16日
文教民生常任委員会【決算説明】
（教育委員会事務局・社会福祉課）
議会だより編集委員会

20日 例月出納検査

21日 9月定例会（4日目）

町

【内容】『人口縮小における
まちづくり』

【講師】龍谷大学 政策学部 政策学科
服
はっ

部
とり

　圭
けい

郎
ろう

 氏

　学校に導入されたICT機器の活用状況の視察と給食の
試食会を行いました。

市町村議会広報研究会

文教民生常任委員会視察研修

山武郡市議会議員研修会

4

6

13

7

7

7

2022年7月～9月

　令和4年7月13日に山武郡市議会議長会より、
町議会議員として10年以上在職し、地方自治の発
展と振興に尽力された功績により表彰されました。

浅岡　厚 議員 中村義則 議員

山武郡市議会議長会自治功労者表彰受賞

委員長　荒木かすみ　　副委員長　西 村 み ほ
委　員　内 山 菊 敏　　浅 岡 　 厚　　中 村 義 則
　　　　鑓 田 貴 俊　　原 田 教 光　　小 川 浩 安

議会だより
編集委員会

ご意見・ご感想などのあて先
〒283-0195　九十九里町片貝 4099番地
九十九里町議会事務局
九十九里町　議会事務局　お問い合わせ 検索

※本案はおおむねの日程であり、招集日前
の議会運営委員会で協議されます。

12月定例会予定
12
月

 2日㈮ 開会／一般質問

 5日㈪ 一般質問

 7日㈬ 議案質疑・採決

9月定例会に行われた詳しい内容
は、町のホームページをご覧くだ
さい。

九十九里町 議会 検索

【講師】議会広報サポーター
芳
よし

野
の

　政
まさ

明
あき

 氏

　議会広報先進地の事例を参
考にしながら、編集技術等に
ついて研修を受けました。

【視察先】九十九里中学校

　人口減少下、地域の独自性・活性化を図ることの重要性
について講演をいただきました。

講演の様子講演の様子

校長室での質疑等の様子校長室での質疑等の様子タブレットを使用した様子タブレットを使用した様子

古川　徹 議員 内山菊敏 議員
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